
様式３

学校番号

令和 8

スクール・ポリシー
（三つの方針）

「持続可能な社会の発展に向けて、自ら考え、判断し、行動する人材を育成する学校」
　地域に根ざした歴史ある伝統校として、行政機関や大学等と連携した探究的な教育活動を展開することにより、地域社会や国際社会の問題を多角的な視点から考察し、その解決に主体的に取
り組む人材を育成します。

本校の教育課程を通して、主体的に学ぶ姿勢と基礎学力を身に付け、多様な他者と協働し社会に参画する力の習得

探究的な学びとＩＣＴ活用を核に、教科横断的な学習や地域連携を通して、思考力・判断力・表現力と主体性の育成

主体的に学ぶ意欲をもち、他者と協働しながら地域や社会の課題に向き合い、自ら考え行動しようとする人

グラデュエーション・ポリシ
（卒業の認定に関する方針）

評価
（総合）

デジタルを活用した探究的で質の高い学びを通して、教科の概念を深く理解し、生きて働
く知識・技能を身につけるとともに、情報を批判的に活用し、未知の状況にも対応できる思
考力・判断力・表現力を育成する

（１）主体的に学び、自分の人生を切り拓く生徒【主体性・自律】
　　・ＩＣＴを活用し、自ら課題を見つけて学ぶことができる
　　・指示待ちでなく、自分で考え判断し、行動しようとする
　　・学習や生活を振り返り、よりよくしようと工夫する
（２）思考力・判断力・表現力を備え、未知の課題に挑む生徒【思考力・課題解決】
　　・授業で学んだ知識・概念を使って、論理的に考える
　　・情報リテラシーを身に付け、適切に判断する
　　・自分の考えを言葉や多様な方法で分かりやすく伝える

「自主積極」の精神に則り、対話と協働を重視した学校生活を通して、多様な他者を尊重
ししながら自分の意見を形成し、合意を図る力を育むとともに、好奇心や当事者意識を
もって学びを主体的に調整し、自ら人生を舵取りできる人間性を涵養する

（３）粘り強く、志をもって最後までやり抜く生徒【粘り強さ・向上心】
　　・困難な課題にも粘り強く取り組み、最後までやり抜く
　　・失敗を振り返り、次の挑戦に生かそうとする
　　・志や目標をもち、自分の可能性を信じて努力を続ける
（４）他者と協働し、民主的に社会へ参画する生徒【協働性・社会性】
　　・他者の意見を尊重し、対話を通して考えを深める
　　・多様な価値観を認め、努力して課題解決に取り組む
　　・集団の一員としての自覚を持ち責任ある行動をとる

「糸高志学」を核とした学びや外部機関との連携を通して、地域課題を社会や世界の動き
と結び付けて捉え、民主的で持続可能な社会の創り手として、地域から未来に向けて主
体的に行動できる人材を育成する

（５）地域とともに学び、社会に役立とうとする生徒【地域理解・社会貢献】
　　・地域や身近な社会に関心をもち、課題を自分事として捉える
　　・探究活動を通して、学び進路や将来と結び付けて考える
　　・学んだことを地域や社会に還元しようとする

学校運営方針

昨年度の成果と課題 年度重点目標

年度　　学校評価書　　　（　計画段階　）

福岡県立 糸島

具体的目標

高等学校

 本校は、文部科学省の指定を受けた Society 5.0
に対応する先端的な学びのプログラム開発を行っ
てきた。この指定事業で取り組んだ「学びを止めな
いオンライン授業等の基盤となる学校ネットワーク
の構築」、「遠隔同時双方向型教育プラットフォーム
を活用した教科等横断型カリキュラム開発」、「教員
が国内外の人材と自由に協働できる連携協力体制
の構築」をとおして得られた成果を、本年度以降の
教育活動にどのように生かしていくかが課題であ
る。
　行政機関や大学等の外部機関、外部人材と連携
し、地域「Itoshima」を含む地域社会、科学技術、国
際理解等をテーマにした探究活動「糸高志学」を引
き続き活用し、生徒に多様な見方・考え方を身に付
けさせる。取組の成果を、校外に向けた公開授業、
実践発表で発信し、そこで得られる評価を生徒の学
習支援やキャリア支援に生かす。
　これまで取り組んできた「ICEモデル」の活用と観
点別評価の充実により、授業改善、授業改革を推
進し、教員の授業力の更なる向上と、生徒の認知
能力、非認知能力の育成を図り、効果的な生徒支
援、キャリア支援につなげる。
　本校の教育実践や進路実績等の魅力を、第６学
区の中学生・保護者を中心に広く伝え、本校理解に
つながる戦略的な広報活動を展開する。

学校運営計画（４月）

カリキュラム・ポリシー
（本校が展開する教育活動）

アドミッション・ポリシー
（本校が求める生徒像）

スクール・ミッション
（本校の存在意義や社会的役割

目指すべき学校像）

59
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○日々の時間割変更を円滑に行い、エラー０を目指す。
○教務ハンドブックの内容を見直して生徒の実情に即したものとなるようにする。
○定期考査での不正行為を防ぐような監督業務を行っていただく。

○成績処理の日程に余裕を設けるとともに、校務支援システムの操作マニュアルを充実させることによ
り、すべての先生方が成績処理をミスなくできるようにする。

３　その他

(1)　「看護・医療クラス」の教育課程

(2)　出席停止・学級閉鎖時の学習保障

授業アンケート

○平素よりグロースナビやclassroomを活用することにより、出席停止時や学級閉鎖時でも学びを止め
ないようにする。

授業アンケート

授業アンケート

生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

○科目「健康」の円滑な実施のため、２年次の病院実習先の日程調整、時間割変更など、多岐にわ
たって調整を行う。また、３年次の授業内容を引き続き精査していき、次年度へ繋げていく。

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

教務

１　学習活動

(1)　授業規律の確立
　
(2)　個別最適化に対応した学習形態

○「授業が生徒支援の根幹である」ことを踏まえ、授業者全員に「すべての生徒が安心して授業に参加
できる環境づくり」を行っていただく。

○従来より導入されているGoogle for Educationに加え、今年度より新たに導入される「グロースナビ」
を活用した学習支援を全教職員が実施できるように適宜研修を行う。

２　教育活動の円滑な運営
 
(1)　授業と定期考査の円滑な運営

(2)　成績処理の適正な実施
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

○各学年に奨学金担当者を置き、業務の情報化を行うことで奨学金に関する情報の提
供と該当する生徒情報の把握を行う。

○納品までの流れや注意事項を記録し、各担当者へ記載事項の確認を行う。
また、内容を精査し、業者との連携を密に行い計画的に作成する。

学校生活アンケート

Ⅱ　学校用家具の管理の徹底
（１） 各教室の椅子・机、体育館の椅子等
を適切に管理し、校内の学習環境の向上
に努める。
（２） 行事用テントを適切に管理し、学校
行事が円滑に実施できるように努める。
（３） 改修工事にともなう学校用家具を適
切に管理し、移動がスムーズに行えるよ
うにする。

○椅子・机の管理状況の記録と情報化を行い、必要な場所に補充を効率よく行う。
（机、椅子等の補充）

○行事用テントの規格を統一する。また、点検を適宜行い、必要であれば補充できるよ
う事務室と情報共有を行う。

○改修工事に伴い学校用家具の現状確認と廃棄・補充を各部署の担当者
や事務室と相談しながら適切に行う。

学校生活アンケート

Ⅰ　式典、学校行事の円滑な実施
（１）入学式、卒業式、始業式、終業式、
創立記念式、表彰式

○各式典、学校行事の総務及び関係分掌との連絡調整、情報共有を徹底する。

○業務内容の記録と情報化、職員アンケートを実施し、より一層、組織的に運営できる
体制をつくる。

庶務

Ⅳ　PTA活動の充実を図る
（１）全職員と保護者との連携を深める。

Ⅴ　学校要覧、入学の手引の円滑な作成
（１）複数の担当者による確認を行い、作
成する。

授業アンケート

授業アンケート

Ⅲ　民間奨学金の情報提供
（１）給付・貸与に関わる情報の提供を適
切に行う。

授業アンケート

○PTA総務企画委員会や校内の各分掌との連携を密に行い、保護者や地域の学校に
対する関心を高め、学校行事や保護者懇談会への参加を促す。
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

生徒支援 学校生活アンケート
いじめアンケート

Ⅲ　生徒環境整備
　（１）教育活動の安全・安心の環境づくり

　（２）自己指導能力の育成

学校生活アンケート

Ⅰ　生徒育成
（１）学校行事の円滑な運営

（２）部活動の活性化

（３）生徒の規範意識醸成

学校生活アンケート

Ⅱ　生徒支援
　（１）いじめの未然防止及び見逃しゼロ

　（２）関係機関との密接な連携

○学級、部活動と生徒観察の強化。生徒理解との信頼関係を構築し、生徒観察から職員間での情報
共有、いじめやトラブルの未然防止につなげる。

○年間いじめ見逃しゼロに向け、いじめアンケート及び家庭用アンケートを活用した面談を行う。また、
「学校いじめ防止基本方針」に基づき、保護者と連携を強化し、未然防止、早期解決に努める。

○個別の生徒対応のためにSC、糸島警察署SS、特別支援Co、SSWとの密な連携を通して、関係機関
につなげ、課題改善を図る。

○年度始めに交通安全教室を実施し、交通安全意識を高め、交通事故防止につなげる。特に自転車
利用時のヘルメット着用を徹底させるための環境づくりを行い、安全配慮を行う。

○学校行事で、生徒が自主的に行動できる場面（自立心）をつくり、反省から課題や改善策に対する学
習機会を増やし「思考・判断・表現力」を育成する。そのための教員の見守りや観察を手厚くし、適宜助
言を与え、生徒の経験値を上げていく。

○文武両道を図り、高い目標や夢に向かう生徒を育成するため、放課後や休日の部活動時間を確保
し、活動内容の工夫を行いながら、ひいては学校活性を図る。

○効果的な規範意識育成学習を通して、規範意識の醸成を高めるとともに日常生活における実践意識
の高揚をはかる。

〇貴重品の管理を徹底させ、自己指導能力を育む。

○部活動、学校行事の実施方法を工夫し、安全に活動するために、教員及び部活動支援員の指導の
下で活動場所や道具の管理を生徒間でも安全対策の徹底を講じる環境をつくる。
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

○全職員の協力のもと、各種検診を実施する。
・ 各検診及び各検査を実施し、安全な学校行事の実施のために、生徒の健康に関する情報を、活用し
やすいように管理する。
・ 効率的かつ確実にデータを収集・活用できる、身体測定・新体力テストを行えるよう、Formsの形式を
工夫する。
・ 相談内容を適切に共有し、効果的な生徒支援につなげる。

保健安全

１　健康診断・健康相談・教育相談・身体
測定
・ 自己の心身の健康状態を生徒自身に
把握させる。
・ 個人情報の取り扱いに留意し、効率的
な集計を行う。
・ 健康増進・体力向上のため、健全な生
活習慣を身につけさせる。
・ 精神科の校医による心の悩みの相談
を実施する。
・ 校内外の援助資源と連携し教育相談と
包括的な支援を行う。

学校生活アンケート
感想文・振り返り

学校生活アンケート
いじめアンケート

○清掃が行き届いた状態について、職員・生徒が理解する。
・ 清掃区域割の作成を行う。
・ 各行事前後の清掃の強化や定期考査前の教室点検を実施する。

学校生活アンケート

○性に関する講演会を実施する。
・ 産婦人科医による講演会を実施し、性について考える契機とする。

○安全点検や避難訓練を実施し、学校の防災・減災につなげる。
・ 防災に関する講演会を実施し、生徒の防災意識の向上につなげる。
・ 災害発生時に教職員の役割を明確にし、安全な生徒の誘導体制を整える。

学校生活アンケート

○保健だよりを通じた情報発信
・ 生活習慣の重要性について、保健委員を通じて啓発する。

２　保健室経営・統計
(1) 生徒の疾病や心の問題を把握し、全
職員が共通認識をもって、生徒の支援に
あたれるよう、情報を共有する。
(2) アレルギー調査や健康診断の結果
を、適切に利用できるよう管理する。

○適切で迅速な情報共有を行う。
・ 担任や関係職員、学年会との連携・情報交換を密にする。
・ 生徒の疾病や心の問題等を早期に把握し、保護者との連携をとる。
・ 状況に応じて生徒支援、教務、SC、SSWとも連携を図り、対応する。

 ４　清掃の徹底
・ 安心・安全な学校生活環境としての、
「きれいな糸高」を全職員・生徒で実現す
る。

３　各種講演会・避難訓練実施、危険箇
所の点検・改善
・ 性に関する講演会を実施する
・ 生徒に災害時に身を守る行動を身につ
けさせ、職員の動きを確認する。
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

○３年間を通したキャリア教育の計画・実施を糸学課と連携して行う。糸学での学びを有効に活用し、
生徒が何を考え、何ができるようになったか、将来どうしたいかを言語化することで、自己理解・職業理
解の深化を図る。

学校生活アンケート
生徒会活動反省

○進路選択のミスマッチを防ぐためにも、１．２年次は学部・学科研究や職業調べなどの進路支援を行
う。その際には１．２年で導入されるグロースナビ等も有効活用できるように支援することで早期の進路
意識形成を図る。また、志望理由書・面接指導を体系化し、３年次の様々な受験型に対応できる力を育
成する。

○教員間の情報共有を図る。生徒に具体的なデータを示し、自らの可能性を認識させ、より高い目標
が持てるようにする。入試の多様化が進み、情報量の増大に対応するために、デジタルサイネージを
活用し、進路に関するさまざまな情報を生徒に提供する。

学校生活アンケート

○進路実績などの情報掲示により生徒の意欲向上を図る。　大学説明会などの進路行事を通して、大
学・学部・学科への理解を深め、専門内容に挑戦させるなど経験を多く取り入れる。　幅広い進路実現
に対応することができるよう、各学年の進路行事を充実させる。

進路希望調査
就職状況調査

Ⅲ （主体的な進路実現）
「変化の時代」を生き抜くために、入試改
革や社会の変化を乗り越える力、能動的
に自分の道を選択し行動する力を養い、
将来への見通しを持たせることで、進路
実現へ向け、主体的に学ぶ力を育てる。

○長期休業中の講座を希望制にし、学力向上を図る重要な期間とする。３学年対象の大学入試対策講
座は希望制で実施し、生徒一人一人が主体的に自らの学習方法について考え、積極的な受講を努め
る。
・個別指導を学校全体の取り組みにし、形態や内容を検討する。
・国公立大学４０名、西南学院大学７０名、福岡大学１５０名を目指す。

○就職・公務員志望者に対し早期から説明会を実施して意識づくりを行い、就職率１００％を目指す。

キャリアサポート

Ⅰ　（総合的な探究の時間や進路行事と
の連動）
変化の激しい社会に対応できる力を育成
するため、キャリア教育の視点を取り入
れた進路支援を推進する。自己理解と社
会理解を深めることで、生徒が主体的に
進路を考え、選択できる力の育成を目指
す。

Ⅱ　（適切な環境の整備）
広い視野を持って、文理を超えてものごと
を多面的に見る力を養う。的確な情報を
提供し、生徒自ら向上させようとする意識
を持たせる。またより高い進路目標に向
かってチャレンジし続けるための環境を
整える。
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

学校生活アンケート
生徒会活動反省

３　図書委員会活動の活性化
図書館が生徒・教職員にとって親しみや
すく、快適に利用できるように努める。

学校生活アンケート

○授業アンケートをオンライン化して実施する。
・全担当クラスについてアンケートを行い、振り返りシートを活用し授業改善の一助とする。

〇図書館利用者の拡大
・図書館だより、新着案内、ポップなど興味をもってもらえるに環境を整える。また生徒、教職員及び各
教科に必要な図書を購入できるようにアンケートやリクエストボックスのさらなる活用に努める。

〇人権教育特設授業を担当者を中心に作ることで、職員の人権意識を高める。また特別支援コーディ
ネーターとの連携を図り、生徒支援に生かす。

人権特設事業アンケート

２　授業の質の向上
授業の質を上げることで、生徒の進路実
現へと繋げる。

研修・図書

学校生活アンケート

４　地域連携と教育活動の発信
糸島高校の取り組みを紹介する「糸高文
林」・博物館等のさらなる充実に努める。

〇糸島高校の文化を創造・表現する機能、年間の活動を記録する機能をそれぞれ継承･発展させ第７
６号を作成し、外部に発信する。また所蔵の古いものからデータベース化していく。博物館については
「郷土博物館の再登録申請」を進めつつ、キャプションなどを整理する。

学校生活アンケート

○本校または個人の課題認識及び解決のための校内研修会を実施する。
・年５回以上計画・実施を目指す。実施形態については、年間２講座程度は各教員の課題解決やスキ
ルアップにつながるものを選択する形式にする。
・若年研修について、各分掌と協力して計画的に行う。

○研究授業・相互授業参観を計画的に実施する。
・研究授業については各教科１名以上選出し、実施する。その際、「ICEモデル」「教科横断型」「外部と
の連携」など「創造的教育方法実践プログラム」で学んだ手法の活用を促す。
・相互授業参観については実施強化期間を設けるが、年間を通して行い１人２回の参観できるように呼
びかける。

５　人権教育と特別支援教育
人権教育ならびに特別支援教育の充実
を図る。

１　校内研修の充実
教員一人ひとりの資質向上及び学校改
善につながる研修機会を充実させる。

7 / 13 ページ



生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

Ⅰ　広報活動の充実を図る

Ⅱ　広報媒体の充実を図る

体験入学アンケート

○各分掌、部活動(Instagram)随時発信、HPを随時更新する。

○ＰＴＡ役員との連携を図り完成させる。（84・85号)

Ⅲ　戦略的広報活動

○Opencampus等の申し込みを、二次元コードで実施する。

体験入学アンケート

○第６学区公立高校説明会（教務課と連携、８月予定）への参加。

○学校行事等、プレスリリースを活用し、地域への情報発信を行う。

広報戦略

○ 新入生アンケートを実施。
(特色化選抜入試内定者向けアンケート、4月新入生へのアンケート実施。本校入学動機の把握、分析)

新入生アンケート
学校生活アンケート

○中学校・学習塾訪問の実施。(6・10月予定)

○新制服（カーディガン・セーター）のPRを積極的に実施。

○本校の特色、魅力を発信する内容を検討する。
(ホームステイ・各種国際交流事業・看護・医療系クラス、学校行事・部活動等)

○中学生を本校に招き、高校の一日を体験する機会を設ける。

○中学生体験入学（１０月予定）の実施。

○効果的な時期を検討し、学習塾説明会を実施する。

○学校案内・ポスター・チラシ、5月作成、配布。
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

○職員間での情報共有（進捗状況確認、活動内容・成果報告等　Googleチャットの活用）

○アンケート（生徒・教師）等によるフィードバック

３　各学年の目標

○１年生「知る」・・・様々な分野に対して問題意識を持つ
・グロースナビを活用した探究の技法の基礎力の定着
・新聞記事の読み取りや要約による教養の涵養
・大学教授・学生による講演

学校生活アンケート
糸学アンケート

１　生徒と教師が共に学ぶことで、糸学を
「生きた学び」とする

○生徒の学びの深化
・教科横断的な学習体制の構築
・探究の技法（ICT、Googleサイト、伝え方等）の充実
・糸島市役所・外部サポート団体・大学生等との連携

学校生活アンケート

○３年生「語る」・・・地域への還元を目指す
・内外への情報発信（発表会、「糸学のみのり」、Instagram等）

２　糸学の円滑な運営を実現する

○各学年の担当者による主体的な運営
・学年責任者の設置
・学年主導での実務の分担（渉外、機材準備、記録等）

糸学アンケート

○２年生「深める」・・・協働して課題の解決方法を模索する
・学外の人材との連携（市役所、関連団体、専門家、大学生等）
・関連する教科・科目との連携による学びの深化
・校外コンクールへの応募

糸高志学

○教師の指導力の充実
・探究指導の充実
・生成AIに関する指導力向上
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

1. DXの実現のためのICT環境の整備
(1) １人１台端末の管理・運用の強化
(2) ICT機器及び環境の整備と拡充

○Chromebookの管理及び運用
・約１０００台の端末整備（不具合・修理対応）、アカウント管理
・年度を跨いでのChromebookの引継ぎ

端末の稼働率
回線の通信速度○DXハイスクール事業の活用

・導入した機器や機材の利用拡大
・新たなICT機器や外部リソースの配備
・DXに対応した先端ICT機器の配備や外部リソースの導入

2. 情報発信力の拡充
(1) 学内に向けた情報発信
(2) 学外に向けた情報発信

○学内に向けた情報発信
・遅刻欠席連絡システムの運用
・一斉（e）メッセージの運用
・LINE公式アカウントの運用

○学外に向けた情報発信
・ホームページの管理
・ホームページの運用規模拡大（多人数での更新）
・SNSの安定した運用（他課との連携によるインスタグラムの充実化）

ICT・情報

3. データの管理および運用
(1) デジタルデータ管理・運用
(2) アナログデータの管理・運用

○デジタルデータの管理・運用
・校内サーバ内やGoogleでのデジタルデータの適切な管理
・セキュリティレベルを意識した運用

各データの多変量解析

○アナログデータのデジタル化
・学校に現存する紙・アナログテープ等のデジタル化
・アーカイブとしての運用

効率化に係るアンケート
閲覧者アクセス数
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

○校内外模試を活用して目標設定を行い、希望進路の早期明確化を図る。地元校に拘らず、九州全
域、関東、関西圏も視野に入れ、生徒の希望に応じた進路指導を行う。

○各種資格取得を勧め、特に英語力の向上を図り、実用英語技能検定取得を推奨する。強みを持ち、
高い志を持った進路意識を喚起させる。

学校生活アンケート
英語検定試験結果

１学年

１　生徒支援
生徒・保護者と教師・学校の信頼関係を
構築し、生徒の基本的な生活習慣を確立
させるとともに、校訓の精神を常に自覚さ
せ、何事にも失敗を恐れず粘り強く取り
組むチャレンジ精神とレジリエンスを育成
する。
（１）　出席率目標　９９％
（２）　出席皆勤　１２０人
（３）　部活動加入率　８５％

○糸高生としての帰属意識を高めるため、校訓「自主積極」の精神のもと、出席皆勤、部活動加入率を
奨励する。教育活動を通して生徒が主体的に活動できる環境づくりを行う。

学校生活アンケート
○基本的生活習慣を確立させるため、時間の管理、挨拶、傾聴の姿勢など、礼節を重んじ、自己管理
能力、社会人としての素質・能力を育成する。

○個性を認め合い、自他ともに大切にでき、思いやりの精神を育成するため、言語教育、人権教育、道
徳教育を重んじ、多様性に配慮した人権教育的視点に立った教育活動、支援の徹底を図る。

２　学習支援
授業の充実と学力の向上を目指し、志を
もって意欲的に学ぶ意欲を喚起させ、基
礎・基本の定着を図り、確かな学力を身
につけさせる。
（１）　家庭学習　１日６０分

○学習活動全般において、家庭学習の習慣を身につけさせるため、Chromebook、Classroomを効果的
に活用し、学習意欲、学習効率を高める。

学校生活アンケート○ベネッセ「グロースナビ」を活用し、予習、復習の習慣を身に付けさせ、自学自習の習慣を確立する。

○問題解決型学習と課題探究型学習を併用し、基礎・基本の定着と学ぶ意欲、主体的に学習に臨む
姿勢を身につけさせるための授業を実施する。

３　進路支援
進路意識を育成し、希望進路の早期明確
化を図り、高い目標を達成できる「思考
力・判断力・表現力」を育成する。
（１）　校外模試偏差値平均
　　　 ５０（特進クラス）
　　   ４２（一般クラス）
（２）　英検準２級以上合格者   ３０名
　　   英検３級合格者　１００名

○キャリア教育・キャリアガイダンスを充実させ、生徒・保護者へ適宜、進路情報の提供を行う。自身の
進路を主体的に模索させ、希望進路の早期明確化を図る。
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

○基本的生活習慣を確立させるため、時間の管理、挨拶、傾聴の姿勢など、礼節を重んじ、自己管理
能力、社会人としての資質・能力を育成する。

○多様化する生徒（保護者）への事前・早期対応を図るため、学校内、養護教諭、特別支援コーディ
ネーター、SC、SSWと密に情報共有をする。多様性に配慮した人権教育的視点に立った教育活動を徹
底する。

２　学習支援
授業の充実と学力の向上を目指し、志を
もって意欲的に学ぶ意欲を喚起させ、基
礎学力の定着、希望進路実現に向けた
確かな学力を身につけさせ、「思考力・判
断力・表現力」を育てる。
〇自宅学習　毎日６０分
　考査期間　１８０分

○教育活動全般において、引き続きChromebook、Classroomを効果的に活用する。「個別最適な学び」
を充実させ、学習意欲を高める。

学校生活アンケート
英語検定試験結果

○後輩に範を示し、先輩を支える資質・能力を育成するため、学校行事や校外教育活動に積極的に参
加させ、ミドルリーダーとしての自覚を持たせる。また生徒主体の場面を多く設けることで、学校や学年
への帰属意識を涵養する。

○「糸高志学」を通じて、社会を多角的に捉え、協働で探求する協働力を養い、課題発見能力、課題解
決能力、コミュニケーション能力を育成する。

３　進路支援
希望進路の早期明確化を図り、より高い
目標を掲げて努力する姿勢を育成する。
〇校外模試偏差値平均５０（特進クラス）
４３（一般クラス）
〇英検２級合格者１５名
準２級プラス合格者１５名
準２級合格者１００名

○適宜、進路情報を提供し、校内外模試を活用して、希望進路の明確化、大学進学への進路意欲を高
める。特に特進クラス、成績上位層においては、国公立大学を推奨する。また看護・医療系クラスは、
校外実習を充実させるため、事前・事後指導を充実させる。

学校生活アンケート
糸学アンケート

○引き続き各種資格取得を勧め、特に英語力の向上を図り、実用英語技能検定取得を推奨する。強み
を持ち、高い志を持った進路意識を喚起させる。

○オープンスクールやキャリア教育を充実させ、主体的に進路を探求する。希望進路先の明確化を図
り、目標実現に向けた学ぶ意欲を喚起させる。

○ベネッセ「グロースナビ」を活用し、学習の予習・復習の習慣や自学自習の習慣を図る。また、大学入
試を見据えた仕掛けの工夫を行う。

２学年

１　生徒支援
中核学年として、後輩に範を示し、先輩を
支える学校の柱となる学年の育成を図
る。校訓の精神を具現化し、全ての教育
活動を通して果たすべき役割を自覚しな
がら、先駆けた行動をとることができ、粘
り強く取り組むチャレンジ精神とレジリエ
ンスを育成する。
〇出席率目標９９％
○出席皆勤１６０人
○部活動加入率　８０％

学校生活アンケート
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生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の結果等

評価項目
生徒、保護者対象のアンケート
（外部アンケート等）の項目等

具体的目標 具体的方策

３学年

○社会人としての資質・能力を高めるため、学校行事や校外教育活動に積極的に参加させ、最上級生
（リーダー）としての自覚を持たせる。また学年行事等で生徒主体の場面を設けることで、学校や学年
への帰属意識を涵養する。

学校生活アンケート
いじめアンケート
行事アンケート

○多様化する生徒（保護者）への事前対応・早期対応に学年全体で努める。そのために学校、学年、
養護教諭、特別支援コーディネーター、SC、SSWとも定期的に情報を共有することで事前対応・早期対
応ができるようにする。

○過去２年間と同様に、eメッセージ等を活用し保護者との連絡を密にとる。生徒支援を家庭と学校が
一体となって取組める環境をつくる。

○教員間の大学入試に関する情報共有を行い、個々の成績実績データを基に、各大学の入試情報や
受験報告書など進路情報を提供し、多様化する入試に対応していくための個別指導や小論文指導、面
接指導などの支援を早い段階から行っていく。

学校生活アンケート
受験報告書分析

○高い進路目標を掲げ、最後まで粘り強く目標達成に向かっていく「忍耐力・精神力」を養成していく。

○学校の進学目標である国公立大学４０名、西南学院大学７０名、福岡大学１５０名を目指す。そのた
め、個のレベルに応じた支援を適宜行っていく。

１　生徒支援
生徒、保護者、教師の三位一体の信頼
関係を築く。また基本的生活習慣を確立
し、自律心と思いやりの心を持った社会
に貢献することができる人材を育成する。
〇出席率目標９９％
〇出席皆勤１８０人

３　進路支援
探究学習の基盤となるように社会的課題
に向き合い、学び続ける姿勢を育成す
る。進路意識を高め、最後まで諦めない
心を養う。
〇校外模試偏差値平均５０（特進クラス）
４５（一般クラス）
〇英検２級４０名以上
準２級（プラスを含む）１４０名以上

２　学習支援
志を持って意欲的に学ぶ姿勢を身につけ
させ、「思考力・判断力・表現力」を育て
る。
〇自宅学習１２０分

○学習活動全般において、chromebookを効果的に活用し、主体的かつ意欲的に学習に臨む姿勢を身
につけさせ、「個別最適な学び」を充実させ、学習意欲を高める。特に、家庭学習の習慣を身につけさ
せ、入学試験を見据えた仕掛けの工夫を行う。

学校生活アンケート
英語検定試験の結果の分析

○ 「糸学」の発表と「糸学のみのり」の作成を通じて、社会的視野を広げ、地域の抱える課題をグロー
バルな視点から協働で探求していく力、表現力を養う。

○スケジュール管理の能力を養い、自学自習の習慣を確立する。自習室を利用して、学習の振り返り
の習慣を身につけさせる。
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